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作業項目名 （1） （2） （3） （4） （5） （6） （7）
航海当直 1 1 4802 100 1 1
ログブック記入 2 1 3 4 101 1 1
舵機室点検 3 1 20 5 102 1 1
LO廃油処理 53 10 30 3 4 1 0
LO清浄機操作 54 10 30 3 17 1 0
FOドレン処理 55 7 20 3 4 1 0
ENGルーム内廃油等の処理
56 7 60 3 16 1 0
操練 96 30 60 5 26 1 0
LOポンプストレーナ除 97 25 30 5 20 1 0
操縦装置各部給油 98 10 10 5 4 1 0
システムオイル　トレーナー掃除 99 25 30 5 20 1 0
蒸気排気系統弁、コックの亀裂、漏洩の修復
301833 40 1 25 1 1
レフコン本体以外の洩悠理 302245110 1 25 1 1
ウィンドラス本体の耗、亀裂等の応急








作業項目名 （1） （2） （3） （4） （5） （6） （7）
機関室掃除 41 0，9160，0560，028o，ooo0，000 0，787
朋チェック 44 0，371 0，4570，1430，0150，0140，301
FOストレーナ切替 49 0，7750，1830，0280，0140，000 0，584
LOストレーナ切替 51 0，7750，1690，0560，0000，000 0，590
LO廃油処理 53 0，5630，380 0，0420，0150，000 e，450
FOドレン処理 55 0，620 0，3240，0420，0140，000 0，469
E齢ルーム内廃油等の処理
56 0，5070，3520，1130，0140，0140，330
食糧庫冷凍機切替 57 0，2960，5490，141 0，000 0，0140，363
チャンバーフレオンス漏洩テスト 58 0，5780，3100，0990，0000，0130，398
エアコン発停 59 0，4930，3660，141 0，0000，000 0，383
ビルジストレーナ除 60 0，901 0，070 0，0280，0000，0000，763
エアー式コ　ン　ト　辺一ラ
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Modernizing container ship 
Port Attendants. ~0 mon-hourslhome 
(.1): Up rotio index of relicbility 
(2): Up ratio index of reliability 







































































































































































No． L u Q建 S AT
1 0．6 1．3 1．0 1．2 329．8
11 0．7 1．3 1．0 1．3 328．6・
12 0．6 1．2 o．9 1．0 328．6
19 0．6 1．7 o．9 1．3 331．2
20 0．7 1．2 1．0 1．2 330．0
21 0．5 1．0 0．8 0．7 326．5
25 0．6 1．4 1．0 1．2 329．8
28 0．5 1．2 0．6 0．7 329．0
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Modernizing container ship 
R: No Port Attendants 
R: 16 man-hours attend 
@: _40 man-hours attend 
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Modernizing container ship 
R: No Port Attendants 
R: 16 man-hours attend 
C: 40 man-hours attend 
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c5 z -h lo c R: s = 44.9 . 
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Modernizing contoiner ship 
Port Attendants, 2~ mcn-hourslhome port 
R: Il hrs work(max)/doy person 
R: Il hrs work(max)Iday person, No holiday 
@: 13 hrs work(max)Iday person 
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39
表3－3　作業能力係数（k）の及ぼす影響（在来船）
L u QR S
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Mo.dernizing container ship 
Port Attendants. 40 man-hourslhome 
' R: Up ratio index of reliability 
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Modernizing container ship 
Port Attendants. 40 man-hours/home 
R: Up ratio index of reliability 
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12 13.16 S=1.4xlO~ ･Mwh 
O Without rationalization 
A Rationalization of office work 
D Rationalization of maintenance 
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Q:~~~;~~i'l:,~ ¥,1e;~~~~~:¥ 4lr!( !~,?r!a,11 
Modernising container ship 
Port Attendonts. 40 mon-hourslhome port 
R: No rationalization 
~: Rationalization of office work (Phase 2) 
(F~, Rationolizotion of office work (Phase 2) and ~/C ･ maintenance work (refrigerate container) 
~I 3 7(b) fi~~**~E/~ ~*J~~i(z)~~~: (~~{~i~l) 
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I.10dernlzing container ship 
Port Attendants. ~0 man-hourslhome 
R: Rationalizction of maintenance 
' Phcse 3) 
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Ships in Tokyo or Yokohama (June 1986) 
Day j PCC (Pure Car Carri er) , CTR (Con ta i ner Sh p) 
O1 02 03 04 5 
6 























































7 PCC N0.8 
O: No ships in port 
Container 
Pure Car 
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整理 作　業 作業 発生 作　柔
劉o． 番号 作業名 従事者 時間 間隔 従事者 回答欄
［大洋航海］
1 24 各部注油　（注油及び ”0当番 20毎日 DPC（DE）
漏油拭取り） 操機手
ビルジ処理（ビルジ






3 28 （主機、補機使用時間 3／E 30毎日 J．田／0
ENGモ・一ショ　ン、　LO，FOor （DE）
開の消費量等記入） 1／E
4 33 缶水テスト 3／E 30毎日 」．栂／0（DE）
5 34 レフコン点検 3／E 360毎週 DPC（DE）
運転状態、温度の点検
6 36 インジケーター採取 2／B 15毎週 J．翼／0（DE）
インジケーター判定
7 37 （燃焼状態、出力、 2／E 30毎週 J．騨／0（DE）
コンプレッション等
を判定）



















10 44 終業時、機室見回り 擁0当番
関士
30毎日 J．W／0（DE）
11 45 終業時、機室見回り MO当番
機手
30毎日 DPC　（DE）


































No． 整理 作　案 作業 発生 作　業
番号 作案名 従事者 時間 間隔 従事者 回答欄
20 60 ビルジストレーナ掃除 MO当番 30毎週 DP弓（DE）
操機手
21 67 空気式調節器の 鰐0当番 15毎日 DPC（DB）
使用状況確認、調整 機関士
22 71 絶縁抵抗試験 3／E　＆ 60毎航 」．W／0（BE）
（腔Ωテスター使用） 操機手 DPC（DE）
23 72 補助ボイラーのバーナ 3／E 30毎月 J．栂／0（DE）
取替、整備
24 73 造水装置発停 MO当番 30 3日 J．W／0（DE）
機関士＆ ごと DPC（DE）
操機手
25 74 補機排気油分チェック 姓0当番 5 毎日 J．囚／0（DE）
＆ドレン塩分チェック 機関士＆ DPC（DE）
操機手
26 76 エアコン点検 MO当番 5 毎日 DPC（DE）
（ファンルーム、温度） 操機手










整理 作　業 作業 発生 作　業
No． 番号 作業名 従事者 時間 間隔 従事者 回答欄
29 98 操縦装置各部給油 操機手 1010日 DPC（DE）
ごと














33 109LO検査（サンプル採取 1／E＆ 60毎年 1／E
及び検査〉 3／E J．層／0（DE）
34 110LOタンク水分排除 機関士 2010日 DPC（DE）
（油清浄器使用） ごと
［シンプレックス軸封装置の保守、整備］




























































































操機手 3 毎週、 DPC（DE）
50 些37 補助ディーゼル圧縮機
動テスト





















整理 作　業 作業 発生 作　業
No． 番号 作業名 従事者 時間 間隔 従事者 回答欄
54 141 圧縮機板弁点検 1／E， 2403ケ月 1／E
操機長＆ ごと DPC（DE）
操機手 DPC（ED）
55 143 圧縮機清水タンク掃除 機関士＆ 603ケ月 DPC（DE）
操機手 ごと DPC（ED）
56 144 圧縮機ドレントラップ 操機手 603ケ月 DPC（ED）
掃除 ごと
57 145 圧縮機L．0．新替 機関士＆ 603ケ月 DPC（DE）
（含サンプタンク掃除） 操機手 ごと DPC（ED）




59 148 油清浄器分解掃除 3／E＆ 120毎航 J．同／0（DE）
操機手 DPC（ED）
6G 149 油清浄器リサイクル 3／E＆ 240半年 J．射／0（DE）
タンク内部掃除 操機手 ごと DPC（ED）
61 150 油清浄器ギヤーケース 3／E＆ 60半年 J．尉／0（DE）
掃除、L．0．取替 操機手 ごと DPC（ED）
［造水器の保守、整備］
62 151 造水器化学洗浄 2／E＆ 4803ケ月 S．W／0（ED）


























64 155 造水器海水ス　トレーナ 操機手 30毎航 DPC（DE）
［海水熱交換器の保守、整備］
65 156 熱交換器海水側掃除 全員 480毎月 DPC（DE）2名
PC（ED）2名
66 157 熱交換器亜鉛板取替 全員 240毎月 DPC（DE）2名
PC（ED）2名
［タンク類の保守、整備］
67 159 タンク類ゲージ掃除 操機手 30毎航 DPC（DE）




69 162 検油タンクの油分除去 操機手 5 毎日 DPC（DE）



















































75 175 シリカゲル交換 3／E 603ケ月
ζ
DPC（DE）
76 176 フレオンガス漏洩検査 3／E 10 毎月 J．脚／0（DE）
［ビルジセパレーターの保守、整備］













79 181 ス　トレーナー掃除 操機手 30毎週 DPC（DE）




































































89 200 シリカゲル取替 3／E 60毎航 」．腫／0（DE）
［操舵機の保守、整備］






























96 240 グリース補給 操機手 60毎航 DPC（DE）






















98 264 溶接作業 操機手 30毎航 DPC（DE）
99 265 工作作業　（旋盤） 操機手 30毎航 DPC（DE）









一…・ 料弁 0．8 8．5









3 附属装置　　　　　　　　噴射装置 3．8 1．5
（汚損など〉
　　　　　　　　　　　　’排ガスエコノマイザー1
4 附属装置　　　　　　　・スートブロ 1．0 3．6
（亀裂、折損、閉塞など）
［電気機器］
5 電動機・　　　　　　　舳受 0．6 8．3
（摩耗、亀裂、折損など）











8 火災探知装置・一一センrサー 0．8 2．2
（接地、短絡、断線、清損など）







11 制御用空気圧縮機一一弁類以外 0。8　． 6．7
（亀裂、汚損、漏洩など）
12 D．0．清浄機…一　　　歯車、弁類以外 0．6 3．2
（閉塞、漏洩など）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No． 1 u qr S 八丁 Remark
1 0．6 1．3 1．0 1．2 329．8在来，11hrs／日
6 10．0 7．9 10．0111．7271．4近代，11ぬrs／日
付表6－2陸上支援による影響
No． 1 u qr S 跳丁 Remark
6 10．0 7．9 10．0111．7271．4 近代、11hrs／日
48 6．1 8．5 6．3 62．3229．4 陸上支援1人8時間
35 5．2 8．4 5．5 51．3271．4 陸上支援2人8時間
8 4．8 8．0 5．1 44．9271．4 陸上支援4人6時間
30 4．1 8．1 4．5 38．2271．4 陸上支援4人8時間
9 3．8 7．9 4．2 34．3271．4 陸上支援5人8時間
31 3．5 8．0 4．2 33．0271．4 陸上支援5人10時間
付表6－3作業合理化の及ぽす影響
No． 1 u qr S AT Remark
9 3．8 7．9 4．2 34．3271．4 陸上支援5人8時間
23 4．0 6．4 4．6 31．8255．29＋事務合理化フェーズ1
14 1．7 7．2 2．6 11．5257．59＋フェーズ1＋レフコン合理化
15 1．3 6．9 2．1 10．3252．89＋フ．エーズ2＋レフコン合理化
38 2．1 6．9 3．1 18．4255．69＋事務フェーズ2
40 2．9 6．8 3．6 23．7254．09＋事務フェーズ3
41 3．7 8．0 4．4 35．1270．09＋事務（予備品等）フェーズ4
42 1．4 6．5 2．1 11．1248．59＋事務フェーズ5
43 0．3 2．1 0．5 0．8 213．216と同じ、事務のみ在来べ一ス
44 3．2 8．0 3．9 30．0268．2 レフコン作業のみ半減
45 0．3 2．5 0．5 o．9 218．627と同じ、事務のみ在来ベース
46 2．2 7．9 2．8 19．8265．5 レフコン作業のみ削減
47 2．1 7．9 3．0 20．2264．5事務（予備品），レフコン合理化
16 1．3 6．8 2．2 10．3254．69＋事務清掃フェ2，レフコン半減
17 ．1．1 6．2 1．7 9．0 244．69＋モード2，3作業を陸で処理




No． 1 u qr S AT DT Remark
1 0．6 1．3 1．0 1．2 329．8329．8 在来，11駐s／日
2 0．5 1．3 0．8 o．9 329．8329．8 在来，12hrs／日
3 0．4 1．3 0．7 0．7 329．8329．8 在来，13hrs／日
8 4．8 8．0 5．1 44．9 271．4256．4 近代，11hrs／日
7 0．9 9．5 1．3 9．6 271．4266．9 近代，13hrs／日
32 1．0 10．0 1．3 10．5 277．7271．3 近代，11hrs，休無
7、’は陸上支援が4入6時間32　は　　〃　　5人8時間
付表6－5MTBFの及ぽす影響
No． 1 u qr S AT Remark
1 0．6 1．3 1．0 1．2 329．8 在来，11難rs／日
4 0．6 1．2 1．0 1．1 329．3 在来，11brs／日，目TBF2倍
．5 0．6 1．2 1．0 1．1 328．4 在来，1臨rs／日，MTBF4倍
9 3．8 7．9 4．2 34．3 271．4 近代，11hrs／日，PA5人8時間
．34 3．1 8．1 3．6 28．3 270．5 〃　　　　雌BF2倍
35 3．1 8．1 3．7 28．8 271．2 〃　　　　暇BF3倍
36 3．1 8．0 3．7 28．5 270．0 〃　　　　門TBF4倍
付表6－6作業処理能力係数kの及ぽす影響
．No． L u QR S AT Reamarks
1 0．6 1．3 1．0 1．2 329．8 在来，11hrs／日
25 0．6 1．4 1．0 1．2 329．8 〃　　k＝確率分布
7 o．9 9．5 1．3 9．6 271．4 近代，13hrs／日，PM人6時間
』13 0．9 9．6 1．3 9．7 271．4 〃　　k＝確率分布
113
付表6－7同優先度内の作業処理順、乱数の及ぽす影響
No． L u QR S AT
1 0．6 1．3 1．0 1．2 329．8
11 0．7 1．3 1．0 1．3 328．6
12 0．6 1．2 0．9 1．0 328．6
19 0．6 1．7 0．9 1．3 331．2
20 0．7 1．2 1．0 1．2 330．0
21 0．5 1．0 0．8 0．7 326．5
25 0．6 1．4 1．0 1．2 329．8
28 0．5 1．2 0．6 0．7 329．0
29 0．6 0．8 0．9 0．8 326．3
総合評価指数　S3　平均＝1．04 標準偏差＝0。24
114
